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Abstract

Scores of USS or the unit substation have been built at Hitachi,s factories to

meet growing demand of theindustry that the construction cost and maintenance

for substation should be cut down aslow as a possible.

Ranglng from moderate capacity aroundl,000kVA to sizable18,000kVA class

CapaCity the USS systemis now widely takeninto use both for public distribution

SerVice andisolated substations for factories and other private purposes.

By a fair successin automatization ofits controIsystem,the USS system also

features a big economy of personnelexpenditure since no attendant or one at the

mostis required for the controlor other maintenance job.

The writers relatesin the article the trendin which the progress of Hitachi's

USSis being found,along with thedevelopment of controlling equlpment for the

USS.

〔Ⅰ〕緒 盲

日立製作所において昭和26年我国初めてのユニットサ

ブステーション(Unit Sub Station以下USS と略称

する)が沖槌に建設され,以来現地の苛酷な気象条件に

抗してよくその使命を果している｡この実績に み内地

において,この様式による変電所が多数建設され顕著な

発達を げ,変電所の建設費および維持費の低減に大き

な寄与をなしている｡

USSの容量においては1,000kVA前後のいわゆる簡

易変電所から一万数千kVAの木格的大容量変電所に至

るまでこの 式が採用され,また工場,事業場の自家用

変電所にも広く用いられている｡

制御方式も無人,自動制御を立前とし,監視員を置く

にしても盗難防止,応急処置などのた捌こ1名を常置す

ればたりる程度に,取扱至便で安全な設計とし人件費の

節減に大きな役割をしている｡

このため変電所用機器も幾多の改艮が加えられ,変圧

器,負荷時タップ切換変圧器,負荷時電圧調整器および

日立製作所日立国分分工場

メタルクラッド配電盤などは据付に手数を要せず,Lか

も工場で組立試験した最良状態そのままで輸送せられる

全装可搬型に向って進歩した｡また火災の危険がない保

守容易な油なしの磁

器の発達を促した｡

断器や珪素横川旨処理の乾式変圧

このときにあたり USSおよぴその機器の改良進歩の

跡をたどり最近のUSSの動向を紹介する｡

〔ⅠⅠ〕USS 発 達 の 概 況

作所において昭和26年以来納入あるいは製作

中のUSSほ配電用変電所,自家用変電所合せて数十箇

所, 容量う 計十数万kVA,USS用メタルクラヅl:配電

盤数百台の多きに達した｡これらのUSSからその発達

の動向を検討して見よう｡

沖維における7箇所のUSSは南北七十余粁の各地に

散在するのであるが,毎日巡視するのみで,無人運転が

続けられている｡自動 や道路の整備されている現地の

特殊事情とはいえ,これらの変電所の巡視,保守,修理

および送配電線の保線のいつさいを僅かに十数名の人員

でその任務を遂行し,USSの真面目を発揮している｡
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第1図 沖 縄 カ デ ナ 変 電 所

Fig.1.Kadena USS at Okinawa

第1図はカデナUSSである｡

内地においてUSSは初期は比較的小容量のいわゆる

簡易変電所として計画された向が多かったが,次第に大

容量変電所にまで適用され,関西電力池田変電所のごと

きは18,000kVAの水路的配電用変電所で,しかも常時

1名の監視員を駐在せしめる計画である｡また同社新大

津変電所は全然無人で,約4kmはなれた親変電所から

遠方監視制御され,人件費節減をさらに徹底したもので

ある｡

また新大津USSの例を見るに,この変電所は市街地

の中にあり,広大な敷地をうることほ困難で,テニスコ

ート1面の跡の狭い場所に,よく12,000kVAの変電所

を収容しえた｡すなわち敷地面積の小,達家不用の上に,

負荷中心地に近接設置されたため配電線の短縮などによ

る建設費の低下に多大の効果をあげた｡第2図ほ新大津

USSである｡

USSは自家変電所にも好適で工場事業場の負荷中心

地に接近して設置可能なのみならず,送電不断を特に重

視するこれらの場合は信頼度の最も高い機器を使用した

USS方式が望ましい｡また監視員ほ別の主任務を行う傍

ら変電所の監視にも当ることができる｡第3図は不ニド

ロマイト工業株式会社の自家用USSの例である｡

磐城セメント株式会社浜松工場の自家用変電所におい

ては特高側は工場構外に設け,変圧器二次側の配電用メ

タルクラッドは工場の負荷中心に設置し,その間を地下

ダクトに布設した母線で連絡し,配電線の負荷率の上昇

と,その短縮をねらった設計である｡

また日立製作所国分分工場は同社多賀工場と隣接し

て,一工場区劃をなしているが,従来多賀工場変電所か

ら配電されていたが,国分分工場の拡弓尉こあたり国分に

自家用USSを設置し66kVで直接受電することにした

ゝめ,配電線ほ著しく短縮された｡かくのごとく
USS

方式によると狭い敷地で簡単に建設できるから,大工場

においては負荷を数区割に分割して,その中心地におの

おのUSSを設ける方が有利な場合が多い｡

いずれにしても変電所の建設には負荷中心地点に近接

することが肝要で,そのため配電線の舗量を節減し,電

力損失を軽減する利益ほ大きい｡

また良質の送電にほ送電不断はもとより,一定電圧を

保;持することが大切で,このために負荷碍電圧 整器を

使用することが有利である｡全装可搬型にするために,

小容量変圧･器にほ負荷時タップ切換変圧器(直接式)も

製作可能であるが,大容量には調整器を別設置とした負

荷時電圧調整器(間接式)が望まLい｡

USSの操作電源は蓄電池によるのが,最も確実で望ま

しいが,建設費や条件の面から交流操作を要望する向き

が多い｡しかし故障 断用引外し電源だけは48V,36

･～48AH程度の小蓄電池を設ける方が信頼性がある｡
東京電力株式会社前野USSでほさらに一歩を進めて全

交流操作が企図されている｡
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USS用機器もおのおの多大の進歩を遂げ,特に油なし

機器の開発によって安全性と保守の容易さを増し,また

標準化された｡かくしてUSSの特長である建設費,維

･拝賀の低減計画および据付の容易,安全,互換性,
などの向上に不断の努力がなされつゝある｡

〔ⅠⅠⅠ〕最近 の USS

最近の代表的USSにつきその概略を ベよう｡

最近の大容量USS の一例として関西電力池田 USS

をあげる｡未USSほ設備容量18,000kVA監視員ほ1

名を常置,構内に小監視室を設け監視盤,蓄電池などほ

このうちに収容される｡

主変圧器は77ノ6.9/3.45kV三相6,000kVA 3台,

第2図

関西電力新大津変電所

Fig.2.

Shin-Ots11SS of Kansai

Electric Power Co.

第3図 不ニドロマイト工業自家用変電所

Fig･3.Private Sub-Station
ofFujiDolomite

K6gyo Co.
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負荷時電圧調整器は 3.45kV(6.9kV),±10% 三相

6671【VA 間接式で,いずれも全装可搬型である｡二次

側開閉装置ほメタルクラヅド27台からなり,主変圧器,

電圧調整器と母線函で直結されている｡主変圧器二次用

および母線連絡用 断器は3,450V(6,900V)1,200A

断容量250MVA,配電線用およびコンデンサ用は

3,450V(6,900V)600AlOOMVAの日立磁 断器

が使用された｡そのほかいつさいの補助機器もメタルク

ラヅド内に収容されている｡第4図は本変電所の配置を

示すもので,第5図ほ同容量のUSSのメタルクラッド

の配置を示すものである｡

中小容量USSの代表的なものとして建設省三 宿舎

USSをあげることができる｡設備容量2×2,500kVA自

動無人変電所である｡

主変圧器ほ22/3.3kV2,500kVA三相,負荷時タッ

プ切換変圧器2台で,14台のメタルクラヅドが使用され

た｡変圧器二次側および母線連絡には

器が使用されている｡酉己電用

断器を省き断路

断器は3,450V(6,900V)
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第5図 大容量変電所におけるメタルクラヅドの

配置図

Fig.5.Arrangement ofMetalCladSwitch-

gears at Large Power USS

600A遮断容量100MVAの抽入 断器を使用し,

器の操作電源は投入は交流電動操作であるが,引外しは

48V48AHの小暮電池およびその充電装置が設けられ

ている｡計器用変圧器,所内用変圧器,避雷器などもメ

タルクラッド内に収容されている｡第`囲はその烏陳図

で,第7図ほメタルクラッド配置図である｡

上記二例は大容量および中小容量USSの基本方式と

して推奨しうるものと考える｡

〔Ⅳ〕USS 用 機 器 の 進 歩

USSに使用せられる機器の進歩の跡をたどって見よ
と

変圧器および負荷時電圧調整器

USS用主変圧器ほ移動,据付,保守の容易な自冷式全

装可搬型が好適である｡すなわち工場で完全装備し,試

第6図 建設省 贋変

Fig.6.Mitaka Substation
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第7図 中,/ト容量変電所のメタルクラッドの配置図

Fig.7.Arrangement of MetalClad Switch-

gears at Medium orSmallPowerUSS
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第8図 22kV6,000kVA三相全装可搬型変圧器

Fig.8.22kV 6,000kVA 3-Phase FullAs-

sembled and Transportable Trans･

former

験の上最良の状態のまゝ 据付られるので,最も信頼

皮が高いのみならず,据付工事が簡車で期間も短縮され

る｡鉄道輸送限界の小さい我国においても貨車による

77kV6,000kVA級の全装可搬型の製作に成功した｡輸

送限界に収めるため,また輸送中の振動に耐えるために

コンサーベータ,ラヂェトタ,中身,プッシングなどに

各種の改良が加えられかつ苛離な輸送試験によって,安

全度を確認した｡また絶縁油の劣化防止のため真空注油

窒素封入および呼吸空気の脱酸装置が装置される｡なお

一歩を進めて油槽の熔接窒素密封
も企図されている｡

第8図は 22/6.9/3.45kV 6,000kVA 三相全装可搬塑

第9図 3.45kV(6･9kV)667kVA 三相全潰

可搬型負荷時電圧調整器

Fig.9.3.45kV(6･9kV)667kVA 3-Phase

F1111Assembled and Transportable

Load Ratio Adjuster

変圧器である｡

負荷時電圧 整装置ほユニット化の意味から間接式が

望ましくかつ目冷式全装可搬烈とすべきである｡第9図

は3.45kV(6.9kV)667kVA全装可搬 調整器である｡

電圧調整器の詳細は別稿を参照されたい｡

メタルクラツド配電盤

USS用の開閉装置としてほメタルクラッド配電盤が好

適である｡メタルクラッドの内容の主要機器は点検容易

な引出型がよい｡ 断器はメタルクラヅドの床面積が少

くですむ垂直断路型が好ましい｡この昇降機

第10図 日 立 磁 気 断 器 の 引 き 出 し 状 態

Fig.10. Drawingout HitachiMagnetic Type Circuit Breaker

from MetalClad Switchgear

は電動操
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作に改良され,押ボタンスイッチによって約30秒で自

動的に,軽快に操作される｡

USSメタルクラヅドでは火災防止と保守点検の容易な

盲由なし 断器の要望が強く,これに応えて日立磁

器が開発された｡耐弧材料の基本的研究によってジルコ

ン磁器のアークシュ←トを完成し,

験の結果極めで性能優秀な

的合綜他のそ

断器を完成した｡この耐弧

材料ほ20,000A以上の大電流電弧に触れても消耗を認

めず,耐湿性も優秀で100%湿度中に24時間放置後の

8,500Ⅴの過電圧遮断試験にも耐えた｡発弧部は銀タン

グステン焼結合金を使用しその損耗ほきわめて少ない｡

断器は大電流に対して 断性能が優秀な上に,自

力式空気吹付装置によって小電流に対しても電弧時間が

短かい｡

断器もメタルクラヅドに最も適した垂直新路型

を探り,電動昇降機構を備えている｡第10図はこの

器の引き出す状態である｡

断

所内変圧器も珪素樹脂処理の乾式変圧器の開発によつ

てメタルクラッド内から絶縁油の一掃を可音巨にした｡

操作電源には蓄電池滋もつことが最も確実な方式であ

る｡蓄電池も充電装置と共にメタルクラッド内に収める

ことができる｡蓄電池は酸性ガスのほとんど放出されな

い密閉型が好適で充電器と浮動式に接続しておけば,保

守に大して手数を要しない｡第1】国ほ100AH

収用函内を示す｡

蓄電池

その他細部の改良については割愛するが,前記のごと

く多数のUSS機器製作の経験によって全般的にその性

扇巨向上に向って,各種の改善が実施された｡

第11図

Fig.11.

110VlOOAH蓄電池函内部

110VlOOAH Battery Room of

MetalClad Switchgear

〔Ⅴ〕操作および保護装置の進歩

USSほ最早過渡的な試験段階を経て,容量のいかんを

問わず屋外型,自動式の本格的実用段階に入ったという

ことができる｡また変圧器ならびに

相まって操作および保

断器などの進歩と

方式においても新らしい要望が

生じ幾多の改良進歩が行われるようになった｡以下その

概要を説明する｡

(1)縮小型配電盤(Miniature Board)の進歩

USSは勿論無人自動制御が立前である｡しかし大容量

USSの出現によって監視用の小屋を設け監視者一人で能

率的運営を行いうるような要望が生じてきた｡

その結果集中的制御に適した縮小型配電盤が設けられ

るようになった｡縮小型配電盤ほ操作方式,監視方式,

造,外観などに飛躍的改良を施して要望に応えうるも

のとした｡

(2)遠方監視制御方式の採用

遠方監視制御方式ほ各方面に納入したが交流変電所用

としては,東北電力塩釜変電所,東京電力青山変電所に

納入された｡日立継電器塾遠方監視制御装置の優秀性ほ

各方面に認められつゝあり,USSに対する採用も今後増

大して行くものと考えられる｡

(3)遠方制御方式の採用

自家用変電所としてUSSが建設せられる場合,保守

者を増員せず配電盤室の新設も行わず数百米程度離れた

監視室に簡単な制御盤を設け,しかも従来の直接制御の

変電所におけると同様の確実な運転監視を行いたいとい

う希望が生じて来た｡

このために遠方制御方式が採用されるようになった,

一例として八幡製鉄所西田開閉所に納入したものについ

て概【略を るとつぎの通りである｡

メタルクラヅドスイッチギヤーと監視室との距離は往

復で約700mである｡測定は電流計と電圧計のみを設け

直接式切換なしで,電流計は定格250mAのもので補助

変流器と組合せて使用している｡操作は監視室および現

地いずれでも任意である｡故障 断の場合ほ監視盤の緑

色信号灯を点滅せしめると同時に警報する｡

接地敵博,変圧器事故なども各々監視室に警報表示す

るようにしている｡遠方直接制御方式において問題とな

るのは連絡線の所要本数である｡西田開閉所の場合は各

回扱ごとに操作用一本,信号用一本,電流計用二本,別

に共通回路として電圧計用二本,故障表示各種別ごとに

各々→本を使用した｡ケーブルは0.9≠24心である｡

しかし距離が遠い場合ほケーブル設置費を軽減するた

め極力本数を減らさねばならない｡そのた捌こ操作と信

号用として共通連絡線一本,測定用として切換用達絡練

､
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第12図

メタルクラッドスイッチギヤー

内の可動式制御盤

Fig.12.

Front View of Controlling

PanelforMetalCladSwitch

Gear

第13図

メタ/レクラヅドスイッチギヤー

内の可動式制御盤裏面

Fig.13.

Back View of Controlling

PanelforMetalCladSwitch

Gear

一本と測定用連絡線二本で数回練の電流電圧を切換えて
測定する方法が考 された｡常時母線電圧と綜合負荷電

流を表元せしめ巨了換えることにより各回級別の負荷電流

を測定するようにしている｡

(4)計器継電器の進歩

じが明るく読みやすい広角度目盛のものが採

用されるようになった｡

関西電力池田変電所の絡小

塑暦己電盤にほ主回路用の計器

のみ取付けこの計器は広角度

目盛のものを採用した｡配

練用はメタルクラッド内の配

電盤に取付けてある｡すなわ

ち保守者は常時変電所全体を

監視していればよろしいとい

う考え方に塞く設 になって

いる｡

なお絡小盟配電盤に各回繰

別の小 現字式積算電力計を

取付けてある｡これはメタル

クラヅド内の積算電力計から

られるパルスによって駆動

されるものである｡すなわち

監視室に座りながら記録が可

能である｡

第14図

引出回転型 験盤

Fjg.14.

Testing Board for Swing

Out Type Relay

継電器は回転引出型を採用される場合が多くなってき

た｡その場合引出塑の特長を生かし簡単に継電器の試験

を行いうるよう特に継電器用の試験盤を設けている｡

第12図ほメタルクラッド内の制御盤,第13図ほその裏

面を元すもので,第14図は試験盤の一例である｡

(5)操作用蓄電池なLのUSS

USSの操作用電源として48V程度の蓄電池を設ける
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第15図 保 護 継 電 方 式 接

Fig.15.Connection Diagram of Protective Relaying System
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方法が従来一般に採用されているが,設備費の低域と保

守を容易にするた捌こ交流のみでしかも確実な保護

を行わしむる方式が

開発されてきた｡

断

断器の引外横構の改良と相まって

第15図はその一例として受電回路用 断器の保護 断

方式を示すものである｡遮断器は過電流引外線輪(Series

Trip Coil)二箇と交流電,EEによって操作される引外線

輪(ShuntTripCoi】)一箇とを有している｡

短絡事故の場合ほ過電流継電器が動作してその接点を

開き過電流引外線輪に変流器二次電流を流して

る｡変圧器の差動保護継電器ブッフホルツ継電

継電器などが動作した場合単に引外線輪を附勢するのみ

では操作電圧が低下した場合操作の確実を期しにくい欠

点がある｡引外線輪の最低動作電圧は通常60%である

が過電流継電器の動作するに至らない電流で,しかも変

圧器二次母線電圧が60%以下になる可箭性がある｡す

なわち変圧器内部事故の場合などにほこの可誰性は増大

する｡

この欠点を除くため第15図のごとく変圧器保 継電器

が動作したとき補助継電器を附勢して引外線輪を生かす

と同時に補助電位変圧器の二次電圧を過電流引外線輪

(OTC-2)に加えこれにさらに負荷電流を重畳せしめ

断の確実を計っている｡OTC-2も補助継電器もおのお

の10V程度の電圧で動作は確実である｡補助電位変圧

器の変圧比を110/55Vとすれば操作電圧が定格の20%

特 集 別冊第 7 号

第16図 変圧器保護継電方式接続囲

Fig.16.ConnectionDiagram of Transformer

Protection

程度に降下しても確実な保護 断が可能となるわけであ

る｡

配電線用遮断署割こおいても大体同様な方式であるがさ

らに限時動作の低電圧用引外線輪を加えて万全を期して

いる二

(`)監視所への警報表示方式

USSは一般に無人自動制御である,したがって故障発

生時には近くの散宿所,社宅などに警報表示を与えるよ

うにしている｡警報表云盤ほ壁蹄可動盤型で表示器とし

てランプ式集合表示器またはターゲット式集合故障表示

器を使用している｡蓄電池がある場合は電源としてこれ
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第17図

Fig.17.

配 電 線 自 動 再 閉 路 操 作 明 図

Contro11ingSequence Diagram of Automatic Reclosing

for Feeder
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を使用することが可能である｡しかし,交流のみの操作

方式のときは停電時無電圧になるので 6V乾電池を警

報電源として使用している｡なおこの場合停電と受電遮

断器の故障 断とは結果として操作電源の無電圧となる

が停電の場合に受電回路 断器を

あるので監視所電源を利用して

してこれを区別せしめている｡

断しないのが普通で

断器の開閉状態を検出

(7)負荷時タップ切換変圧器の振作方式

母線電圧の調整ほ負荷時タップ切換変圧器を自動電圧

整継電器によって操作している｡

単独,並列,自動,手軌任意に使用することが可能

である｡換作ならびに保護方式については本紙別稿を参

照購いたい｡(本誌23頁参照)

なお変圧器の寿 造によってはブヅフホルツ継電器が取

付けられない場合があるので変圧器が△一△接続のとき

ほ第l`図のごとき変圧器内部の還流を検出して保護操作

を行わしめている｡

(8)配電線の自動制御方式

第17図は操作説明図の一例である｡故障遮断は過電流

継電器と接地選択継 許によって行っている｡

に対する再閉路は従来三回の方式が多かったが笑

見て一回の再閉路で効

められた結見現在各

から

にほとんど変りのないことが確

力会社とも一回の方式を採用され

← シ ョ ソ と その発達

ている｡再閉路に失敗すれば閉鎖し各メタルクラヅドの

表面扉上に白色信号灯を点じて表京するとともに監視所

に報知するようにしている｡

停電の場合ほ受電回路の 断器は 断せず配電線のみ

断し,停電回復すれば日動的に順次再閉路を行つ

ている｡さらに最近は各配電線に設けられている再閉路

置を全体に共用せしめ効果を減殺することなく設

の低減を計る方式が検討されている｡

(9)色彩調節の普遍化

酉己電盤の色彩 節は近時急速に普遍化し現在黒色のみ

の方式ほほとんど一掃された感が多い｡ことに技術的先

端を切るUSSにおいて特にしかりということができる｡

そして新らしい感覚によって制定された色彩基準が確立

されるようになってきたことも特

ご

●
･

〔ⅤⅠ〕緯

される一つと考えら

~喜■

以上USSの発達の動向を述べたが,USS様式が配電

用変電所や自家用変電所として,信頼度高くかつ経済的

に有利であることが 証された結果,広く普及するに至

った｡そしてUSSとしての基本方式がほぼ確立された｡

今後さらに性能の向上と量産による価格の低廉を計りた

い念願である｡使用者各位の御助言を切望する｡

日立継電器型遠方監視制御装置

ⅡitaclliRelay Type Supervisory

ContTOISet

日立継電器型遠方監視制御 置ほ保守点検に容易な継

電器のみの組合わせよりなり,昭和24年 後我国朝めて

の継電器型遠方監視制御装置として東北電力株式会社塩

釜 竃所に納入されて以来各方面に続々採用されている

もので,遠方監視制御装置として要求される条件を完全

に満足するものである｡

,本装置は
をとしては選択柑1,操作入,切用各1,

監視用1,共通帰線1の計5本を使用し制御電源は蓄竃

池(D.C.100V5～6AH)を使用する｡水装置の楷

をあげると,

(1)選択動作が確実であること｡

選択方式としては継電器同期歩進方式を採用し,連絡

線により制御所,被制御所直列に動作する同期歩進継電

器の動作,復帰の二点において一選択位置のチェックを

行い選択継電器の動作を進行させるので確実な選択が行

われる｡

(2)選択動作が iいこ と｡

選択速度が一選択位置に対し0.2秒の高 となってお

り,また選択数が多い場合には群選択方式を採用してい

るので,所要進択時間ほ選択数にかゝわらず約3～4秒と

なっている｡

(3)装置, 連j 視の故障 の場合にも誤操作が行わ

れないこと.｡

機器の遠方操作を行う場合には機器操作用スイッチiこ

附した選択付置表示灯により正しい選択が行われたこと

認するとともに,この時にのみ操作可能なるごとく

装置がインターロックされているので,常に確実な遠方

操作が行われる｡また装置あるいは連絡線の故障によつ

て予期しない機器を誤操作するようなおそれが全く無

い｡

(4)装置の構成が簡単で保守が容易であること｡

木装置ほ電力用として特製された瞬時および緩動作の



日 立 評 論
ー◆~

変

第1図 日立継電器型遠方監視制御装置

(制御所設置盤)

Fig･1･HitachiRelay Type Supervisory

ControISet(Installed atControl.

1ing Statjon)

二種の継電器のみよりなるので動作が確実であるととも

に部品の互換性に富み,装置の動作原理が簡単なことと

相まって保守点検が容易である｡

(5)装置の試験が簡単に行えること｡

運転中においても被制御機掛こ無関係に 置の試験を

行うことができ,また試験中被制御所に発生の故障,状

態変化も試験後遅滞なく制御所に表示される等である｡

第l図および第2囲は日立継電器 遠方監視制御装置

(選択数90,群選択方式,選択時問4秒)を示し,第l図

ほ制御所設置の制御盤および粧電器盤,第2図ほ被制御

所設置の継電器盤を示す｡

｢日立評論｣綴込みカバー発売

(上製綴込み紐付)特価1粗 ¥100(郵送料共)

特 集 別冊第 7 号

第2図 日立継電界型遠方監視制御装置

(被制御所設置盤)

Fig･2･HitachiRelay Type Supervisory

ControISet(Insta11ed at Control･

1ed Station)

なお日立継電器塾遠方監視制御装置の詳細は下記文献

を参照されたい｡

(1)松尾川第一発電所用遠方▲監視制御 置

日立評論 351405(昭28-10)

(2)日立辞退択型遠方監視制御方式と国鉄鷲津変電

所への応用

日立評論 351687(昭28-12)

(3)水力発電所の遠方監視制御

日立評論別冊 No.5(水力発電機器特集一冒う

103(昭28-12)

｢日立評論｣の綴込み用として写真に示すような堅牢美麗

な綴込みカバーを発売致しております｡

御希望の方には特に実費にてお頭ち致しておりますから,

直接下記に御申込み下さい｡

立 評 論 社東京都千代田区丸の内1丁目4番地

(新丸の内ビルディ ング7階)

振 替 口 座 東 京 718 2 4

康｣




